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オートマティック・トランスミッションの構造・機能及び点検・整備

I オートマティック・トランスミッションの構造・機能

1 システムの概要

1 ) システム全体

MTJA型オートマティック ・トランスミッションは. トルク・コンパータ式3軸の前進4段，後退1段の前

輪駆動(2WD)で.PGM-FI. ECU(エンジン・コントロール ・システムと ATコン トロール・システムを

一体化)が走行条件に応じた最適な変速を行う電子制御4述オー トマティック ・トランスミッションである。

2) 電子制御システム(図1-1) 

オートマティ ック ・トランスミ ッションを制御する電子制御装置は，エンジン・コントロール ・システムと

共用の各種センサ，スイッチ及びATコン トロール・システムのスピード ・センサ，ソレノイド ・パルプ，

油圧スイ ッチ，油温センサなどで構成され，変速lIiIJ御，クラ ッチ圧制御及びロックアップ制御を行っている。

なお.ECUは自己診断機能やフェイルセーフ機能も備えており，電子制御系に万一異常が発生した場合，

コンピネーション・メータ内のD表示灯を等間隔で点滅させて運転者に異常を知らせると共に，異常箇所

を記憶し 同時にフェイ ルセーフ機能により，できる限りの走行性能を確保するようになっている。
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PGM.FI ECU 

|エンジン回転信号

メインシャフ ト
スピード センサ信号

カウンタ ・シャフトー
スピードーセンサ信号

ンョ

O
L守

γ

信
ジ
サ
ボ
ン

・
)

セ
ル
W

度
ダ
唱

開
ぺ
日

ル
句
、

ト
ル
信

y
セ
サ

ロ
ク
ン

ス
ア
セ

吸気圧力センサ信号

エンジン水温センサ信号

ATF;昆度センサ信号

ソフト ポジション
センサ信号

2速クラッチ圧スイ γチ信号

3速クラッチ圧スイッテ信号

ブレーキ ・スイッチ信号

SCS信号

03スイッチ信号

ECONスイッチ信号

2 構造 ・機能

1) 構成部品の配置(図 Iー 2，3， 4) 

シフト・コントロール ー
ソレノイ ド・ノ可ルフ，.A， s， C 

ATクラッチ・プレッシャコント
ロール・ソレノイド・バルブB，C 

シフ ト・コン トロール・

ソレノイド ・パルプE

ATクラッチ・プレッシャ・コント
ロール・ソレノイド・パルプA

車速信号

シフト・ロック ・ソレノイド

テ'ータ リンク ・カフ.ラ

シフ ト ポジション

インジケータ

D表示灯

03表示灯
ECON表示灯

図 1-1 電子制御システム

シフト・ポジション ・インジケータ

03スイッチ シフト ーロック・ソレノイド

-178 -



2速クラッチ圧スイッチ

ATクラッチ ・プレ γシャ・
コントローJレ・ソレノイド-
I~)レフ C

..:ï~喧皆3・

カウンタシャフトースピード・センサ

ATクラッチ ープレッシャ・
コントロー)~ .ソレノイド・
パルプB

ATクラッチ・フ.レッシャ・コントロール・
ソレノイド ・ I~)~フ'A

メイン ・シャフ 卜・スピー ド・センサ

シフ ト ・コントロー)~ .ソレノイド ・
パルプE

シフ ト ・コン ト 口一)~ .ソレノイ ド・
ノ~)~フ" c

シフト・コントローJレ-ソレノイド ・
バルブB

シフト・コントロー)~・ ソレノ イド ・

I~)レフ" A

図1-2 犠成部品の配置

図1-3 断面図
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トルク コンパータ

リング・ギヤ

ロックアッフ"
クラッチ

ドライフフ.レート

ファイナル ドライフ
ギヤ

カウンタ ・シャフト

ファイナル・ ドリブン・ギヤ
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メイン
シャフト

メイン ・シャフト・
アイドルギヤ

1速クラッチ

ヤ
ヤ

フ

ヤ

レ

レ

コ

出ル手
ト

q
d
v
Mヤ

アイドル シャフトー
アイドル ・ギヤ

バルブ ・ボデー Ass'y

シフト・コントロール・ソレノイド・パルフ'

¥ 

メインーパルプ ・ボデー

レギュレータ ・
パルプ-ボデー

サーボ・パルプ・ ボデー

図1-4 内部構成図
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2) 構成部品の構造・機能及び作動

(1) 構成部品の機能表

部品名

メイン ・シャフト ・スピード ・センサ

カウンタ・シャフト ・スピード・センサ

スロットル1m)立センサ

アクセル ・ペダル ・ポジショ ン・センサ(DBW)

|汲気圧力センサ

エンジン水温センサ

ATFi品度センサ

シフト ・ポジショ ン・センサ

2述クラッチ圧スイッチ

3述クラッチ圧スイッチ

ブレーキ ・スイッチ

D3スイッチ

ECONスイァチ

PGM-FI ECU 

シフト ・コントロール ・ソレノイド ・/¥ルブA.

B. C 

ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレ

ノイド ・パルプA.B. C 

シフト ・ロック ・ソレノイド

シフト ・ポジショ ン・インジケータD表示幻.
D3表示灯.ECO~表示灯

各クラッチ

レギュレータ ・パルプ ・ボデー

メイン ・パルプ ・ボデー

サーボ ・パルプ ・ボデー

トルク ・コンノfータ

ロックアップ ・クラッチ

パーキング ・ギヤ

(2) 変速制御(図 1-5) 

-lIIIf.j週哩~]・・

機能概要

メイン ・シャフトの回転速度を検出する。

カウンタ ・シャフトの回転速度を検出し.車速を求める。

スロットル ・パルフ'の|知立を検出する。エンジンと共通。

アクセル ・ペダルの踏み込みhlを検出する。エンジンと共通。
インテーク ・マニホールド圧力を検出する。エンジンと共通。

エンジン冷却水温を検出する。エンジンと共通。

ATF~ltJ ì.且を検出する

シフト ・ポジションの位置を検出する。

2述クラ ッチ油圧を検出する。

3迷クラッチ~Ib!圧を検出する。

ブレーキ ・ペダルが踏まれたことを検出する。

D3スイッチが事11されると 1-3速の自動変速に設定される。

ECO:¥Tスイッチが押されると燃費を向上させる制御を行う。

センサ及びスイッチ信号により変速.ロックアップを判断し.各ソレノイ

ド・パルプに駆動信号を送る。

ECUの駆動信号により. シフト ・バルフeへのiUI圧を切り替える。

ECUの駆動信号により.シフ ト・バルブへの油圧を¥lilj御する。

ECUの駆動信号により.シフト・ ロック ・ソレノイドを駆動する。

セレクト位世各モードが選択されたことを表示する。異常!削減表示 l
(D表示灯)を行う。

油圧により動力伝達の断続を行い.変速段を切り替える。

?HI圧倒御系のrllJ圧を一定にし同時に出:Ji骨系統及びトルク ・コンパータへ
オイルを分配する。

オイル ・ポンプが組み込まれ油圧を発生させると共に.油圧切り替えパル

ブが組み込まれ.油圧制御系統への油路の切り替えを行っている。

前進と後退のrlns告の切り昔、えとアキュムレータにより変迷ショックを和ら

げている。

通常のトルク コンバータと附だが特徴と山テータの附レ|
ギュレータ ・バルブに作用させ.ライ ン庄の制御を行っている

トルク ・コンパータ ・カバーとタービンの断続を行っている。

ノTーキング ・ブレーキ ・ポールを機械的のかみ合わせてカウンタ ・シャ |

フトを悶定する。

変速制御は， ECU内にメモリされている基本シフ ト・マップと.現在の走行状況下の各センサ信号及びス

イッチ信号などの入力データとを比較し 走行ギヤを何速にするか判断して.シフト ・コン トロール ・ソレ

ノイド・バルブA.B， Cを制御(OK.OFF)することにより行われる。

変速制御は.Dポジションでのl速から4速聞の自動変速と DポジションでD3ドライブ ・モー ドのl速から

3速聞の自動変速を行う。 また，上記の自動変速時には.PROSMA TEC (プロスマテック)システムにより

登坂制御と降坂制御を行う。更に，DBW(ドライブ ・パイ・ワイヤ・システム)のスロ ットル・パルフー制御

との協調により，変速フィ ーリング.変速応答性の向上及び変速特性の最適化を図っている。

その他.DポジションからD3ドライブ ・モード，2及びlポジションに選択したとき， 一定車速以下になる

まで上位変速段を維持してから選択したポジションに変速する制御を行い，エンジンを保護している。
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シフト・コントロール・
ソレノイドバルブA，B，C 

PGM-FI ECU 

プロスマテック ・
システム

こう配補正

水;且繍正エンジン水温
センサ信号

メイン・シャフト・
スピード・センサ信号

カウンタ・シャフト・
スピード・センサ信号

ATF温度センサ信号

シフト ・ポジション・
センサ信号

，トル

チ川ノイスキレ
号
ブ
億

スロザ
開度センす1百号
アクセル・ペダル
ポジション・
センサ信号(DBW)

大気圧センサ信号

D3スイッチ信号

Cの駆動信号表〉

シフト ・ シフト ・コントロール - シフト -コントロール ・ シフト ・コン トロール ・ シフト ・コントロール ・

ポジション ギヤ{立置 ソレノイド ・バルブA ソレノイド ・パルプB ソレノ イド ・バルブC ソレノイド ・バルブE

D守 1 1速 mJ ON I ON I OFF 

D， 2 2速 OFF ON OFF OFF/ON 

D 3速 OFF I OFF 01¥ OFF/ON 

D I 4速 ON I OFF OFF I OFF/ON 

R リノfース ON I ON I OFF I mJ 
P ノ〈ーキング OFF I ON OFF I ON 

N ニユ竺竺ルl OFF I ON I ON I OFF 

B. 〈変速制御時シフト ・コントロール ・ソレノイド・バルブA.

変速制御
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(3) プ口スマテック・システム(図 1-6) 

プロスマテック・システムは Dポジション及びDポジションD3ドライブ ・モードで，エンジン冷却オ(ii.

が約750Cから1100C.車速が約16km/h以上の場合に行われる。また，プロスマテック ・システムには，登

坂路を走る場合の登坂制御と，降坂路を走る場合の降坂制御がある。

図1-6 プロスマテック・システム

(イ)登坂制御(図1-7) 

走行路のこう配算
出値に対する最適
な変速特性を選択

登坂制御は.Dポジション及びDポジションD3ドライブ・モードで走行中.PGM-FI ECUがアクセル ・

ペダル開度(アクセル ・ペダル ・ポジション ・センサ信号)や車速から走行路を登坂路と判断した場合に.2 

速及び3速の走行領域を広げ.2速から4速聞の頻繁なシフト・アップとシフト・ダウンを抑制して，パワ

フルでスムーズな登坂路走行を行う制御で.PGM-FI ECUが登坂路のこう配に応じた最適な変速特性を

算出している。

スロットル開度

4 

車速

一一 平たん路。こう配山最適な変速特性を算出
登坂路(急こう配)

図1-7 登坂モード制御域
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(口)降坂制御(図 1-8) 

降坂制御は， Dポジショ ン及びDポジショ ンD3ドライブ・モードで走行中 PGM -FI ECUがアクセル・

ペダル開度(アクセル ・ペダル ・ポジション・センサ信号)や車速から走行路を降坂路と判断した場合に，ス

ロットル開度の低い場合の4速から3速へのシフト・ダウン及び3速から2速へのシフ ト・ダウン車速を平

たん路走行時のシフト ・ダウ ン車速より高く設定し， 3速及び2速走行領域を広げてエンジン ・ブレーキを

効かせ，スムーズな降坂路走行を行う制御で， PGM-FI ECUが降坂路のこう 配に応じた最適な変速特性

を算出している。また，急こう配を3速又は4速で降坂走行中にブレーキ操作を行うと，それぞれ2速及び

3速へシフト ・ダウンし，再度加速すると元のギヤにシフト ・アップする制御も行う。

スロットル開度

4 

出算を性特速変な樋
船
i

う

川
リ

絡

は

ゆ

ん

配

路

た

う

綬

平

こ

登

一
l
一

E巨速

図1-8 降坂モー ド制御域

(4) クラッチ圧制御(図 1-9) 

クラッチ圧制御は.走行状況に応じた各センサ信号をもとにATクラッチ ・プレッシャ・コン トロール ・ソ

レノイド ・バルブA， B及びCを駆動し，変速時や走行中に各クラッチに作用する油圧を制御して，スムー

ズな変速やエンジンの負荷軽減を行っている。

メイン・シャフ卜・
スピード ・センサ信号

カウンタ・シャフト ・
スピード・センサ信号

スロットル
開度センサ信号
アクセル・ペダル ・
ポジション・ センサ信号
(DBW) 

吸気圧力センサ信号

大気圧センサ信号

2速クラッチ圧
スイッチ信号

3速クラッチ圧
スイッチ信号

エンジン水温
センサ信号

ATF温度センサ信号

PGM.FI ECU 

ATクラッチ・フ.レッシャ・
コントロ-)レ・ソレノイド・
パルプA，BC

図 1-9 クラッチ圧制御
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(5) ロックアップ制御(図 Iー10)

ロックアップ制御は.PGM-FI ECUが各センサやスイッチからの信号をもとにシフト ・コン トロール ・

ソレノイド・バルブEとATクラッチ・プレッシャ ・コントロール・ソレノイド ・パルブAを駆動し， トル

ク・コンパータ内のロックアップ ・クラッチ・ピストンに掛かる油圧を制御して， トルク ・コンパータの

ロックアップ制御を行う。

ロックアップ制御は，エンジン水温が約700C以上でDポジションの2速.3速及び4速走行時と Dポジショ

ンD3ドライブ ・モード時の2速 3速走行時に行われ. ドライパビリティと燃費の向上を図っている。また，

ECONスイッチを ONにしてECONモードにすると，ロックアップ制御はエアコン・システムとの協調制

御を行い，減速ロックアップ領域を広げて燃費の向上を図っている。

ロックアップ制御には ロックアップOFF領域 ロックアップ・コントロール領域及び完全ロッ クア ップ

領域の制御領域を設定し走行中のロックアップ・クラッチに掛かる油圧を制御している。各ロックアップ

制御領域は，道路のこう配により変化する。

PGM-FI ECU 

D3スイッチ信号

エンジン水温
センサ信号 水;旦規制

シフト ・ポジション
規制

大気圧センサ信号

こう配規制

シフト ・ポジション ・
センサ信号

ATF温度センサ信号

スロットル
開度センサ信号
アクセル・ペダル・
ポジション・センサ
信号(DBW)

ON/OFF 
シフト・コントロール ・
ソレノイド・ パルプE

目
可
=
・
号

・
信

二
卜
借

ト
サ
二
フ
サ

フ
ン

二
ヤ
ン

ヤ
セ
二
シ
セ

4F
-
--

-

、ュ

ー
:

・
ド
ニ
タ
ド

ン

一
一一

ン一

イ
ピ
二
ウ
ピ

メ
ス

ご
カ
ス

ロックアッフ.
ON/OFF 
容量制御 ATヲラッチ・7'レッシャ・コント

ロール・ソレノイド・パルプA

ECONスイッチ信号

エアコン信号

図I-10 ロックアップ制御
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3 点検・整備

1) ダイアグノーシス・ コードの点検(図1-11) 

PGYI -FIコントロール ・システムとATコントロー

ル・システムを統合したPGM-FIECUは自己診断機

能を備えており，イグニション ・スイ ッチがON(II)の

位置のときにシステムの入出力系に異常が発生すると，

コンビネーション ・メータ内のD表示灯を等間隔で点

滅させて異常の発生を表示する。

①イグニション ・スイッチをON( II )にし D表示灯の点

滅を確認する。

②D表示灯が点滅している場合は，ダイアグノステ イツ

ク・トラブル・ コー ド(DTC)を確認し DTC別故障診

断表により指示された故障診断を行う。D表示灯が点滅

D表示灯

ぷ剤費聖書gm

図1-11 D表示灯

していない場合は，DTCを確認し.DTCがある場合はDTC別故障診断表により指示された故障診断を行い.

DTCがない場合は症状別油圧系故障診断表により故障診断を行う。

(1)表示方法(図1-12) 

(イ)外部診断器を使用する場合

①運転席左側にあるデータ・リンク ・カブラ (16P)に外部

診断器を接続する。

②イグニション ・スイッチをON( II )にする。

③外部診断器に表示されるDTC(ダイアグノスティック ・

トラブル ・コード)及びフリーズ ・データを確認する。

(同車載故障診断装置を使用する場合

・センタ ・コ ンソール右側にある 16Pのデータ・リンク ・

カブラに特殊工具(DLCターミナル・ボックス)を接続

し， DLCターミナル・ ボックスのNO.4端子とぬ9端子を

短絡させてスイッチを押す。D表示灯が点滅し始めたら

点滅回数を確認する。点滅回数は順次繰り返す。点滅の

長さは.長い点滅がダイアグ ・コードの10の位.短い

点滅がlの位を示す。

-警告灯の点滅回数で確認できるのは.ダイアグ ・コード

(Hondaコード)のメイ ン・コー ド(故障系統)である。
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一箇所が異常の場合

複数の箇所が異常の場合:

(2) 消去方法(図 1-13) 

(イ)外部診断器を使用する場合

点滅回数 1を点検

点滅回数3を点検

点滅回数 14をJ点検

点滅回数 1，3をJ点検

点滅回数3，4を点検

点滅回数 1，14を点検

図 1-12 表示方法

①運転席左側にあるデータ ・リンク ・カブラ(l6P)に外部

診断器を接続する。

②エンジン停止時に， イグニショ ン・スイッチをON(ll)

にした状態で，外部診断器でDTCをクリアする。

③イグニション・スイッチをOFFにする。

④イグニション・スイッチをON( II )にし，

⑤イグニション・スイッチをOFFにし，

データ・リンク・カブラから取り外す。

但)車載故障診断装置を使用する場合

①イグニション ・スイッチをOFFする。

30秒間待つ。

外部診断器を

②エンジン・ルームのリレー ・ボックス内iNo.8PGM -FI ECU (l5A) JとiNo.19オプション (40A)Jヒューズ

を10秒間以上外すと夕、イアグ・コードがクリアされる。

DgvJE日口百五
，-， 5門医忍:固固目戸主桑

山宮iI固固固 22凶意
図面l白 番号口fz

図1-13 消去方法
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(3) ダイアグノーシス一覧表

DTC SAEコード
故障診断検知項目 D表示灯の点滅

(Hondaコード)

P0705(5 -2) シフト ・ポジション ・センサ及びセンサ同路の短絡 点滅する

P0706(6 -2) シフト ・ポジション ・センサ及びセンサ回路の断線 点滅しない

P0711 (28 -5) ATF 温度センサの不良 点i成する

P0712(28 -3) ATF 温度センサ[fi]路の短絡 点滅する

P0713(28 -4) ATF温度センサ回路の断線 点滅する

P0716(l5 -5) メイン ・シャフト ・スピード ・センサの不良 点滅する

P0717(l5 -3) メイン・シャフト・スピー ド・センサ阿路の短絡又は断線 点滅する

P0718(15 -6) メイン -シャフト -スピード・センサ回路の一時的な短絡又は断線 点滅する

P0721 (9 -5) カウンタ ・シャフト ・スピード ・セ ンサの不良 点滅する

P0722 (9 -3) カウンタ ・シャフト ・スピード ・センサ回路の短絡又は断線 点滅する

P0723(9 -6) カウンタ・シャフト ・スピード・センサ回路の一時的な短絡又は断線 点滅する

P0747(76 -4) ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブAのON問者 点滅する

P0752(70 -4) シフト ・ コン トロール ・ ソレノイド ・ パルプAの O~固着 点滅する

P0756(71 -3) シフト ・コントロール・ソ レノイド ・パルプBのOFF間着 点滅する

P0757(71 -4) シフト ・コントロール・ソレノイ ド・パルプBのOi¥固着 点滅する

P0761 (72 -3) シフト ・コントロール ・ソレノイ ド・パルプCのOFF固着 点滅する

P0771 (74 -3) シフト ・コントロール ・ソレノイド ・ノ〈ルプEのOFF固着 点滅する

P0776(77 -3) ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・パルプBのOFF問活 点滅する

P0777(77 -4) AT ク ラッチ ・ プレッシャ・コントロール ・ ソレノイド・パルプBの O~悶着 点滅する

P0780 (45 -1) 油圧回路機能の不良 点滅する

P0796(78 -3) ATクラ ッチ ・プレッシャ ・コ ントロール ・ソレノイド ・パルプCのOFF悶着 点滅する

P0797(78 -4) AT クラ ッチ ・ プ レ ッシャ ・ コントロール ・ ソレノイド ・ ;'\ルブC の O~ 問者 点滅する

P0812(62 -2) シフト ・ポジション ・センサATPRVSスイッチ回路の断線 点滅する

P0842(25 -3) 2速クラッチ圧スイッチのOK図示ー又はスイッチ同絡の短絡 点滅する

P0843(25 -4) 2速クラッチ圧スイ ッチのOFF筒新又はスイッチ回路の断線 点滅する

P0847 (26 -3) 3述ク ラッチ圧スイッチのOi¥困者又はスイッチ回路の短絡 点滅する

P0848(26 -4) 3述クラッチ圧スイッチのOFF問活-又はスイ ッチ回路の断線 点滅する

P0962(l6 -3) ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブA回路の短絡又は断線 点滅する

P0963 (16 -4) ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブAの不良 点滅する

P0966(23 -3) ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・パルプB回路の短絡又は断線 点滅する

P0967(23 -4) ATクラッチ ・プレ ッシャ・コントロール ・ソレノイド ・バルブBの不良 点滅する

P0970(29 -3) ATクラ ッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブC回路の短絡又は断線 点滅する

P0971 (29 -4) ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・パルプCの不良 点滅する

P0973(7 -3) シフト ・コントロール ・ソレノイド ・パルプA回路の短絡 点滅する

P0974(7 -4) シフト ・コントロール ・ソレノイド ・パルプA回路の断線 点滅する

P0976(8 -3) シフト ・コン トロール ・ソレノイド ・パルプB回路の短絡 点滅する

P0977(8 -4) シフト ・コ ントロール ・ソレノイド ・パルプB回路の断線 点滅する

P0979(22 -3) シフト ・コントロール・ソレノイド ・パルプC回路の短絡 点滅する

P0980(22 -4) シフト ・コントロール ・ソレノイド ・パルプC回路の断線 点滅する

P0982(60 -3) シフト ・コント ロール ・ソレノイド・パルプD回路の短絡 点滅する

P0983 (60 -4) シフト・コントロール ・ソレノイド ・パルプD回路の断線 点滅する

P0985(61 -3) シフト ・コント ロール ・ソレノイド ・パルプE@l路の短絡 点滅する

P0986(61 -4) シフト ・コントロール ・ソレノイド・パルプE回路の断線 点滅する

P1730(45 -2) 油圧閉路機能の不良 点滅する

P1731(45 -3) 油圧回路機能の不良 点滅する

P1732(45 -4) ~ÙI圧回路機能の不良 点滅する
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DTC SAEコード 故障診断検知項目 D表示灯の点滅
(Hondaコード)

P1733(45 -5) 油圧回路機能の不良 点滅する

P1734 (45 -6) 油圧回路機能の不良 点滅する

P1735 (45 -7) iUI庄回路機能の不良 点滅する

P1736(45 -8) iill圧回路機能の不良 点滅する

墜三日 DTC別故障診断表のDTCには.4速オー トマティック・トランスミ ッショ ン(MTJA型 MTKA型)と5速
オートマティック・トランスミッション (MTHA型)の共用DTC.4速AT専用DTC及び5速AT専用DTC

がある。以下に5速AT専用DTCと4速AT専用DTCを記す。それ以外は共用DTCである。

. 5速AT専用DTC

-P07;)6(71 -3) 

-P0757(71 -4) 

-P0982 (60 -3) 

-P0983 (60 -4) 

-P 1730 (4;) -2) 

-P1733 (45 -5) 

-P1734(45 -6) 

.4速AT専用DTC

-P1735(45 -7) 

-P1736(45 -8) 

2) 機能(基本)点検

(1) ストール回転の点検(図 Iー14)

亙重己 ・ストール回転の点検は，故障診断時の原因確認のための最小限の点検にとどめること。
-この点検は10秒間以上連続して行わないこと。

・エンジン回転を上げたままセレクト・レバーを操作しないこと。

・オイル・プレッシャ・ゲージが取り付いている状態でストール回転の点検は行わないこと。オイル・プレッ

シャ・ゲージの耐圧限度を超える危険がある。

① トランスミッション・フルード(ATF)量を点検する。

②車両の水平を確認しパーキング ・ブレーキを確実にかけて全輪に車輪止めをする。

③固定用ロープなどをけん引フック及びタイダウン ・フックに掛けて， 車両を固定する。

④データ・リンク・カブラに外部診断器を接続する。

⑤エンジンを始動して，ラジエータ・ファンが2回作動す

るまで暖機運転を行う。

⑥A/Cスイッチを OFFにする。

⑦セレクト・レバーを2ポジションにする。

③ブレーキ・ペダルを確実に踏み込みながら，アクセル ・

ペダルを6秒間から8秒間いっぱいに踏み込み，そのと

きのエンジン回転速度を点検する。

③2分間アイドリングを行い. 1. D. Rポジションで同様

にエンジン回転速度を点検する。

軍互各ポジションでのストール回転速度は等しく かっ規
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定範聞内でなければならない。

〈ストール回転速度〉

.4速AT/K20A型エンジン搭載車

基準値 :2100rpm 

規定範囲:1950 ~ 2250rpm 
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⑮ストール回転速度が規定範囲から外れている場合の考えられる原因を表にまとめである。

現 象 原 因

-オイル ・ポンプ不良

D. 2. 1. Rポジショ ンのストール回転迷度がすべて高い
. ATFストレーナの詰まり
-レギュレータ・バルブの不良

-クラッチの滑り

lポジションのストール回転速度が高い 1速クラッチの不良

2ポジションのストール回転速度が高い 2速クラッチの不良

Rポジションのストール回転速度が高い 4速クラッチの不良

-エンジン出力不足
D. 2. 1. Rポジションのストール回転速度が低い -エンジン ・スロ ットル ・バルブが全聞になっていない

トルク ・コンパータ ・ワンウェイ ・クラ ッチの滑り

(2) ライン圧テスト (図 Iー15)

専用工具 ・オイル・プレッシャ ・ゲージ ・セット (07406-0020004) 

ヨE ガレージ ・ジャッキ リジッド ・ラック，リフトは所定の位置に確実に掛けること。

-車輪の回転には充分注意すること。

-オイル ・プレッシャ ・ゲージを接続するとき油圧検出孔からゴミなどが入らないよう確実に接続すること。

① トラ ンスミッ ション・フルー ド(ATF)量を点検する。

②2WDは，パーキング・ブレーキを掛けて後輪に車輪止めをする。前輪をジャッキ・アップして リジッド ・

ラックで支え，前輪が自由に回転できるようにする。又は，車両をリフト ・アップする。

4WDは，車両をリフト ・アップし，全輪(4輪)が自由に回転できるよう にする。

③スプラッシュ ・シールドを取り外す。

④エンジンを始動して，ラジエータ・ファ ンが2回作動するまで暖機運転を行う。

⑤エンジンを止めて，データ ・リンク ・カブラ (16P)に外

部診断器を接続する。
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⑥オイル・プレッシャ・ゲージをライン庄検出孔に取り付

ける。

⑦エンジンを始動して，エンジン回転を 2000rpmに保持

する。

③セレクト・レバーをP又はNポジションにしてライン圧

を測定する。

¥オイルプレッシャ ゲージ
( 07406-0020004) 

直三日ライン圧は 必ずP又はNポジションで測定すること。他のポジションでは正い、値にならない。

測定圧
油圧kPa(kgfl cni) 

基準値

ライン圧(4速AT/K20A型エンジン) 900 -960(9.2 -9.8) 

限度値

850(8.7) 

③エンジンを止めてライン圧検出孔からオイル・プレッシャ・ゲージを外し シーリング ・ワッシャを新品に

交換してシーリング ・ボルトを取り付ける。シーリング ・ボルトをトルク18N. m(1.8kgflm)で締め付ける。

⑬l速クラッチ圧検出孔にオイル ・プレッシャ ・ゲージを

接続する。

⑪ハーネス ・カバーを取り付けステイから取り外し， 2速

クラッチ圧検出孔にオイル・プレッシャ・ゲージを接続

する。
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⑫エンジンを始動し，エンジン回転を2000rpmに保持する。

⑬セレクト ・レバーを1ポジションにしてl速クラッチ圧を測定する。

⑬セレクト・レバーを2ポジションにして2速クラッチ圧を測定する。

測定圧 | 油圧kPa(kgfl cllI) 

標準値l迷クラッチ圧

2速クラッチ圧
(4述AT/K20A型エンジン) 890 -970(9.1-9.9) 

⑮エンジンを止めてク ラッチ圧検出孔からオイル・プレッ

シャ ・ゲージを外しシーリ ング・ワッシャを新品に交

換してシーリング・ボル トを取り付ける。シーリング ・

ボルトをトルク 18N. m (1.8kgflm)で締め付ける。

⑮ハーネス ・カバーを取り付けステイに取り付ける。

⑫オイル ・プレッシャ ・ゲージを3速クラッチ圧検出孔に

取り付ける。

⑬4速クラッチ圧検出孔にオイ ル・プレッシャ ・ゲージを

接続する。

⑮ブレーキ ・ペダルを踏みながらPポジションでエンジン

を始動する。

③セレクト ・レバーをDポジションにする。D3スイッチ

を押してD3ドライブ ・モー ドにしてブレーキ ・ペダル

を離す。 トランスミッションは1速ギヤになる。

⑫アクセル・ ペダルを踏み込んでエンジン回転を2500rpmにする。

ギヤに変速する。

限度値

840(8.6) 

図I-15 ライン圧テスト

トランスミッションは.1速ギヤから2速

⑫2速ギヤに変速した後，アクセル ・ペダルから足を離しスロットルを5秒間以上全閉状態にする。 トラン

スミッションは2速ギヤのまま，エンジン回転がlOOOrpmまで下がる。

③アクセル ・ペダルをゆっくり踏み込み.5秒間以上かけてエンジン回転を2000rpmにして保持する。 トラン

スミッションは.2速ギヤから3速ギヤに変速するので.3速クラッチ圧を測定する。

@D3スイッチを押してD3ドライブ ・モードを解除する。 トランスミッションは.3速ギヤから4速ギヤに変

速するので¥エンジン回転を2000rpmに保持して4速クラッチ圧を測定する。

③アクセル ・ペダルを戻して，ブレーキ ・ペダルを踏んで車輪を止める。

⑫セレクト ・レバーをRポジションにしエンジン回転を2000rpmに保持して4速クラッチ圧を測定する。

il!U定圧
油圧kPa(kgfl cllI) 

標準値 限度他

3迷クラッチ圧
4速ク ラッチ庄 890 -970(9.1-9.9) 840(8.6) 

(4述AT/K20A型エンジン)
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⑫エンジンを止めてクラッチ庄検出孔からオイ lレ・プレッシャ ・ゲージを外し，シーリング・ワ ッシャを新品

に交換してシーリング ・ボルトを取り付ける。シーリング・ボルトを 18N. m (1.8kgf/m)で締め付ける。

⑫スプラッシュ ・シールドを取り付ける。

⑫油圧測定値が限度値から外れている場合の推定故障箇所は表の様になる。

故障現象 推定故障箇所

トルク ・コンノ〈ータ

-レギュレータ・パルプ
ライン圧がない，又は低い。 トルク・コンノ〈ータ ・チェック ・バルブ

-オイル ・ポンプ
. ATFストレーナ3吉まり

l速クラッチ圧がない，又は低い。
. 1速クラッチ
.0リング

2速クラッチ圧がない，又は低い。
.2速クラッチ
.0リンクい

3述クラッチ圧がない，又は低い。
.3速クラッチ
.0リング

4速クラッチ圧がない，又は低い。
.4迷クラッチ
.0リング

-サーボ・バルブ
4速クラッチ圧がない.又は低い。(Rポジション時) .4速クラッチ

.0リング

(3)実車テスト(図 1-16) 

①パーキング・ブレーキを確実に掛け，前後のタイヤに車輪止めをする。

②エンジンを始動して，ラジエータ ・ファンが2回作動するまで暖機運転を行う。

③ブレーキ ・ペダルを踏みながらセレクト・レバーをDポジションにしてアクセル ・ペダルを踏み込み，急

に離したときにエンジンが止まらないことを確認する。

④データ ・リンク ・カブラ (16P)に外部診断器を接続する。

⑤Dポジショ ンで走行し，クラッチの滑り，変速時の異常，

異音の有無などを点検する。

⑤Dポジションで平たん路を走行し外部診断器を使用

して各スロットル開度でのシフト ・ポイントの確認を行う。

データ・リンク・カブラ(16P)

図 1-16 実車テス ト

⑦シフト・ポジションを2にする。停止状態から加速し異音の発生，クラッチの滑りのないことを確認する。

また，シフト・アップ及びシフト・ダウンの起こらないことも確認する。

③シフト・ポジションをlにする。停止状態から加速し，異音の発生，クラッチの滑りのないことを確認する。

また， シフト ・アップの起こらないことも確認する。

⑨シフト・ポジションをRにする。停止状態から加速し異音の発生，クラッチの滑りのないことを確認する。

⑮坂道の途中でブレーキ・ペダルを踏んで、車両を停止させる。セレクト ・レバーをPポジションにしてブレー

キ・ペダルを離しパーキングの作動を確認する。
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<Dポジション:シフト ・ポイント〉
シフト・アップ速度

スロットル開度センサ電圧 :1.0V 

l述→2速

2速→3速

3速→4迷

ロックアップON

スロットル|湖度セ ンサ電圧 2.5V 

1速→2速

2速→3速

3速→4述

ロックアップ01¥

スロットル開度センサ泣!王 ・4.5V

I速→2速

2迷→3速

3速→4速

シフ ト・ダウ ン速度

スロットル|羽皮センサ電圧 :1.0V 

ロックアップOFF

4速→3速

3述→1速

スロットル1m}支セ ンサ屯圧 2.5V 

ロックアッフ。OFF

スロットル開度センサ電圧 :4.5V 

4述→3速

3速→2速

2述→l速

-E週昭~~

14-18km/h 

28-33km/h 

44 -51km/h 

76-86km/h 

32 -39km/h 

60-68km/h 

91-100km/h 

(112 -129km/h) 

58-66km/h 

(103 -116km/h) 

(159 -176km/h) 

74-84km/h 

26-31km/h 

8-13km/h 

(99-112km/h) 

(132 -148km/h) 

87-98km/h 

42 -50km/h 

(4) シフト ・コントロール ・ソレノイド・バルブ/ATF温度センサの点検(図1-17) 

①スプラッシュ・シールドを取り外す。

② ドレン・ボルトを取り外してATFを抜く。

③シーリング ・ワッシャを新品に交換して， ドレン・ボル

トを取り付ける。
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④ソレノイド・カバー，パッキン，ノック ・ピンを取り外

す。

①シフト ・ソレノイド・ハーネス ・カブラの接続を外す。

⑤シフト ・ソレノイド・ハーネス・カブラの取り付けボル

トを取り外し，カブラを引き抜いて取り外す。

6X1.0mm 

図1-17 シフト・ コントロール・ソレノイド ・

バルブの点検

⑦ATF 温度センサの点検:シフト・ソレノイド・ハーネ

ス・カブラのNO.6とNO.7端子聞の抵抗値を測定し抵抗

特性から外れている場合は. ATF 温度センサ(ソレノイ

ド・ハーネス一体)を交換する。

kQ 
25 

20 

15 

10 

5 

。
ー20 0 20 40 60 80 100 120 .C 

温度抵抗特性図

③シフト ・ソレノイド ・ハーネス ・カブラのソレノイド・バルブの各端子とボデー・アース聞の抵抗値を測定

する。

No.l端子(緑):シフト ・コントロール ・ソレノイド・バルブC

No.2端子(桂):シフト ・コントロール ・ソレノイド・バルブB

NO.3端子(赤) シフト・コントロール・ソレノイド・バルブE

NO.5端子(青) シフト・コントロール・ソ レノ イド・バルブA

基準値 :12~25 Q 
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⑨シフト ・ソレノイド・ハーネス ・カブラのソレノイド・バルブPの各端子にバッテリのプラス端子を接続し

マイナス端子をボデー ・アースに接続したときにソレノイド ・バルブの作動音(カチ音)があることを確認す

る。

⑮抵抗値が標準値から外れている場合，及びソレノイド・バルブの作動音がない場合は，ソレノイド ・バルブ

からカブラの接続を外してソレノイド・バルブ本体の端子で'}.!&抗値を測定し作動音を確認する。

⑪ソレノイド・ハーネスに異常がある場合は，ソレノイド ・ハーネスを交換する。また，ソレノイド・パルブ

に異常がある場合は，不良のソレノイド・バルブを交換する。

⑫点検終了後， シフト ・ソレノイド・ハーネス ・カブラに新品のOリングを取り付け， ソレノイド・ハーネ

ス・カブラをトランスミッション・ケースに取り付ける。

⑬ソレノイド ・カバーにノック・ピン (2本)と新品のパッキンを取り付け，ソレノイド・カバーをトランス

ミッション・ケースに取り付ける。

⑬カブラ内にさび，ゴミ，油などがないことを確認しシフト・ソレノイ ド・ハーネス ・カブラを確実に接続

する。

⑮ATFを規定量注入する。

⑮スプラッシュ・シールドを取り付ける。

(5) ATクラッチ・プレッシャ・コントロール・ソレノイド・バルブの点検(図 1-18) 

①ATクラッチ・プレッシャ・コントロール ・ソレノイド・バルブA(B，C)カブラの接続を外す。

ATクラッチ フ.レッシャ・
コントローJレ-ソレノイ ド・
ノX;レフ'c

②ATクラッチ・プレッシャ・コントロール ・ソレノイド・バルブA(B， C)カブラのNO.lとNo.2端子間で抵抗

値を測定する。

標準値:3~ 100 

③測定値が標準値から外れている場合は， ATクラ ッチ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブA

を交換する。

④ATクラッチ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブAカブラのNO.l端子にバッテリのプラス端

子を接続し， No.2端子にバッテリのマイナス端子を接続したときのソ レノイド ・バルブの作動音を確認する。

⑤作動音のしない場合は， ATクラッチ・プレッシャ・コントロール・バルブA(B， C)を取り外してバルブ

の作動を点検する。
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⑥取り付けボルトを取り外してATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・バルブA(B，C)を

取り外す。

ATクラッチ
/〆プレッシャ・

コントロール ・
ソレノイド・
ノ~)~フ"A

ぷ之

ATクラッチ ・フ.レッシャ
コント口-)レ ソレノイド ー

、、'-...ノてルフ・C

ATクラッチ・フ.レッシャ・

コントロ-)レ-ソレノイド ・
パルプB

-6X1.0mm 

トルク 12N'm(1.2kgf' m) 

⑦ATFパイプ， ATFジョイント・パイプ， 0リング，パッキンを取り外す。

③ATクラッチ・プレッシャ・コントロール ・ソレノイド・バルブA(B，C)カブラのNO.l端子にバッテリのプ

ラス端子を接続し， NO.2端子にバッテリのマイナス端子を接続したときと どちらかの端子を離したときの

バルブの動きを点検する。

ATクラッチ・フ.レッシャ・
コントロール・ソレノイド ・
パルプA

ATクラッチプレッシャ ・
コントロール・ソレノイ ド・
パルプC

図1-18 ATクラッチ・プレッシャ・ コントロール・ソレノイド・バルブの点検

⑨ステップ③を繰り返して，バルブの作動を確認する。

⑮バルブの動きがスムーズで、なかったり，ひっかかりがある場合は ATクラッチ・プレッシャ・コン トロー

ル・ソレノイド・バルブA(B，C)を交換する。

⑪ソレノイド・バルブpの取り付け面と油路の清掃を行い，ゴミ詰まりなどのないことを確認する。

⑫ トランスミッション ・ケースに新品のパッキンを取り付け， ATFジョイ ント ・パイプとATFパイプを取り

付ける。

⑬ATFジョイント ・パイプに新品のOリングを取り付ける。
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⑬ATクラッチ ・プレッシャ・コントロール・ソレノイド・バルブA(B，C)を取り付ける。

⑮カブラ内にさび，ゴミ，油などがないことを確認し， ATクラッチ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイ

ド・バルブA(B， C)カブラを接続する。

(6) シフト ・ポジション・センサの点検(図 1-19) 

①前輪をジャッキ・アップしてリジッド・ラックで支える。又は，車両をリフ ト・アップする。

②シフト・ポジション ・センサ ・カブラをカブラ・ステイ

から外し，カブラの接続を外す。

オス端子の端子組1)

③各ポジションにおけるシフト ・ポジション ・センサ ・ハーネス ・カブラの端子聞に導通のあることを点検す

る。

端子No./信号
ポジ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ンヨン

ATPNP ATP FWD GND l 2 ATP RVS D N R P 

P 。 (¥、 。
'-J 

R 。 n、 。
'-ノ

ト: 。 ¥J 
。

D 。(¥ 。
¥.....ノ

2 。(¥  。
¥、ノ。(¥ 。
'-J 

④シフト・ポジション・センサ・ハーネス端子聞の導通点検が正常な場合は点検を終了する。いずれかの端子

間に異常がある場合は，ステップ⑤へ進みシフト・ポジション・センサ・カブラ端子で点検を行う。

⑤シフト・ポジション ・センサ・カバーを取り外す。

6X 1.0mm 
トルク 12N.m(1.2kgf'm)
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⑤シフト ・ポジション ・センサ ・カブラの接続を外してセ

ンサ ・カブラで導通点検を行う。

⑦各ポジションにおけるシフ ト・ポジション ・センサ ・カプラの端子聞に導通のあることを点検する。

端子:;:'0.1信号
ポジ

2 3 4 5 6 7 8 9 10 ンヨン

ATP:;:'P P X 2 G:;:'D ATP R¥"S ATP F¥¥"D R D 

P 。/戸、¥ 。
'-../ 

R 。f¥ 。
¥ーノ

N 。 '-../ 
。

D 。 ("、、 。
'-ノ

2 。fヘ 。
'-../ 。 f¥ 。

'-../ 

図 1-19 シフト・ ポジション・センサの点検

③シフト ・ポジション ・センサ ・カプラのいずれかの端子聞に導通がない場合は.センサの取り付け状態を点

検調整し異常がなければセンサを交換する。また.センサ ・カブラでの点検に異常がなければ.シフト ・

ポジション ・センサ ・ハーネスを交換する。

(7) トランスミッション ・フルー ド(ATF)の点検(図 1-20) 

①車両を水平な場所におき，エンジンを始動する。

②ラジエータ・ファンが2回作動するまで、|援機運転した後エンジンを止める。

③ATFレベル ・ゲージを外してきれいな布などで拭いて

戻す。

霊童ヨ ATF誌の点検は エンジンを止めた後60秒から90秒

の問に行うこと。

-199 -

』ノノ、¥

ノ

ATFレベル・ ゲージ



-lI5i週哩Bヨ・・

④ATFレベJレ・ゲージを外してレベル ・ゲージ先端で

ATF誌を点検する。ATF量はアッパ ・レベルとロア・

レベルの間にあること。

③ATF盆が少ない場合は，フルード漏れなどの異常がないかを点検する。異常がない場合は，指定のHonda

純正ATF-ZlをATFレベル ・ゲージ・キャ ップ穴から注入し レベル ・ゲージのアッパ ・レベルまで補

充する。

直三日 トランスミッションの中にゴミなどが入らないように
注意すること。

⑤ATFレベル ・ゲージ・キャップのATFの文字を車両

前方に向けて.ATFレベル・ゲージを取り付ける。

ー一一一一一一「

コ1
7 

ATFレベル・
ゲージ・キャップ

図1-20 トランスミ ッション・フルードの点検

3) 外部診断器及び車載故障診断装置の活用による点検・整備

オートマティック ・トランスミッション (AT)系統に不具合が発生し.AT警告灯(車載診断装置)又は外部

診断器によりダイアグ ・コー ドが出力された場合には，ダイアグ ・コード一覧表の項目に従って点検・整備

を行う必要がある。ここでは，以下に示すATクラッチ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイドA系統異

常.ATF温度センサ系統異常，シフト・ポジション・センサ系統異常を例として点検 ・整備方法を説明する。

i) ATクラッチ・プレッシャ・コントロール ・ソレノイドA系統異常

①症状:変速段制限になり， 2速.3速に制限される。D表示灯が点滅，ダイアグ ・コー ド16-3 (P0761) 

②故障内容:アース線断線

③点検方法 :外部診断器を使用する場合と使用しない場合

ii) ATF温度センサ系統異常

①症状 :イン・ギヤ時ショックが大きい。(ダイアグ ・コード正常)

②故障内容:アース線に接触抵抗あり

③点検方法:外部診断器を使用する場合と使用しない場合

iii ) シフト ・ポジション ・センサ系統異常

①症状 :通常制御.D表示灯が点滅.ダイアグ・コード62-2 (P0812) 

②故障内容 :信号線の断線
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③点検方法・外部診断器を使用する場合と使用しない場合

(1) ATクラ ッチ・プレッシャ ・コントロール・ソレノイドA系統異常(図 1-21) 

ECU 

To 12V 

赤1/1:.
断線

茶18

脅1M

Gl0l 

lrf一一IATクラッチ・
一一一寸『 入 Eプレッシャ ・
11 気 Eコントロール ・

黒 11 r' 1ソレノイド・
一一----cr- 1 パルプA

ATクラッチ・
フ.レッシャ・
コントロール・
ソレノイド ・
パルプB

ATクラッチ・
フ.レッシャ ・
コントロール・
ソレノイド・
バルブC

図1-21 ATクラッチ ・プレッシャ・コントロール ・ソレノイドA系統

(イ)症状

変速段制限にな り，2速， 3速に制限される。D表示灯が点滅 ・ダイアグ ・コー ド16-3 (P0761) 

(口)原因説明

ATクラッチ ・プレッシャ ・コン トロール ・ソレノイド ・バルブAアース線の断線により，指令電流値に対

し測定された電流値が少ないため，故障検知を行いフェイルセーフ状態になり， 2速， 3速の変速段制御に

なる。

付 点検方法

(a) 外部診断器を使用する場合

ダイアグ ・コード 故障系統

16 -03 (P0962) 
ATクラッチ ・フ.レッシャ ・コントロール ・ソレノイド ・
バルブA系統

①ダイアグ・コード再表示の点検

①ダイアグ ・コードのク リアを行う。

⑤ダイアグ・コー ド 16 -3の表示を確認する 0

・ダイアグ ・コード 16 -3が再度表示されるか

YES:②へ NO:一次的な故障

ヨ三日 外部診断器のデータ表示

項 目

AIT C. P. C SOL. V. A指令

A/T C. P. C SOL. V. A測定

正常時

O.lOA 

O目10A
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異常時
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②ATクラッチ ・プレッシャ・コントロール・ソレノイド・バルブAの点検(図1-22) 

①ATクラッチ ・プレッシャ・コントロール・ソレノイ

ド・バルブAカブラの接続を外す。

⑤ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール・ソレノイ

ド・バルブAカブラの端子聞の抵抗値を測定する。

-約3-10Qか。

YES:③へ

NO :ATクラッチ ・フレッシャ ・コントロール ・ソレ

ノイド・バルブAの不良。ソレノイド・バルブ

A交換後⑤へ

③ATクラッチ・プレッシャ・コ ントロール・ソレノイ

ド・パルフ Aアース回路の点検(図 1-23) 

②ATクラッチ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイ

ド・バルブAのNO.2端子とボデー・アース間の導通を点

検する。

-導通があるか。

YES:④へ

NO :ATクラッチ・フレッシャ・コントロール ・ソレ

ノイド・バルブAのNO.2端子とアース聞のコー ド

の断線，又はアース(G101)の不良。故障修理完

了後⑤へ

④LSA回路の点検(図 1-24) 

③ATクラッチ・プレッシャ・コントロール・ソレノイ

ド・パルフ Aカブラ端子聞の電圧を測定する。

※端子にプローブを当てイグニション・スイッチをONに

する。

-電圧が発生(約l秒)するか。

YES: ECU不良。

NO ⑤へ

③LSA回路の断線又は短絡点検(図 1-25) 

①IGスイッチOFFでSCS回路を短絡する。

※DLCターミナル ・ボックスを使用しNO.4とNO.9端子を短

絡する。

⑤PGYI -FI ECUカブラB(44P)の接続を外し.ATク

ラッチ・プレッシャ・コントロール ・ソレノ イド・ノfル

ブA の~o.l 端子 と PGM-FI ECUカブラB(44P)44端子

間及びボデー ・アース聞の導通を点検する。

.ATクラッチ・プレッシャ・コ ントロール ・ソレノイ

ド・バルブAのKo.1端子と PGM-FI ECUカブラB(44

P)44端子聞に導通があるか。また，ボデー ・アース間
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ATクラッチ・プレッシャ ・コントロール ・
ソレノイド・ノひ"フ"Aカフ.ラ

オス端子の精子明1)

図1-22 ATクラッチ・プレッシャ ・コン トロー

ル・ソレノイド・バルブAの点検

ATクラッチ ープレッシャ ・コントロール ・
ソレノイド ーパjレフ'Aカフ.ラ

白

メス端ー子のコード担1)

図1-23 ATクラッチ・プレッシャ・コントロール・

ソレノイド ・バルフAのアース回路の点検

ATクラッチ・フ.レツシャ ・コントロール ・
ソレノイド ・ /~)"フず A カフ.ラ

由
一日)

メス端子のコード伊l

図1-24 LSA回路の点検

PGM-FI ECUカフ.ラB(44P)

メス端子の端子世1)

ATクラッチ・プレッシャ ・
コントロール ・ソレノイド ・
パJレブAカフ.ラ

メス端子のコー ド側

図1-25 LSA回路の断線又は短絡



に導通がないか。

YES: ECU不良。

-E週哩~:i・

1¥0 ・PGM-FI ECUカブラB(44P)の均44端子と ATクラッチ ・プレッシヤ・コントロール ・ソレノイ

ド・バルブAカブラのコードの短絡又は断線。故障修理後⑥へ

⑤故障修理完了の確認

①ダイアグ ・コードのクリアを行う。

⑤Dポジションで.1速から4速まで変速させるテスト走行を行う 0

.異常検知するか。

YES:該当ダイアグ ・コードの故障診断を行う :-JO :故障修理完了

(b) 外部診断器を使用しない場合

故障系統ダイアグ ・コード

16 ATクラッチ ・プレッシャ ・コン トロール・ソレノイド ・パルプA系統

宜主口車載式故障診断装置を使用した場合は ダイアグ ・コードの確認，消去方法が異なるが故障診断方法は外部

診断器を使用した方法と同様である。

① D表示灯の再確認

①ダイアグ・ コードのクリアを行う。

⑤イグニシ ョン ・スイッチをO:-Jする。

①D表示灯の点滅回数を確認する。

-ダイアグ ・コード:16が再度表示されるか。

YES:外部診断器を使用する方法の②へ NO:一次的な故障

(2) ATF温度センサ系統異常(図 1-26) 

ECU 

付)症状

イン ・ギヤ時ショックが大きい。

同)原因説明

TATFI827 

SG2 1833 

ATF温度センサ

赤/黄ー」↓ト一白一_rl 1 

緑/黄叫ん2..1トー自一-H I 
j妥触抵抗(10kQ)

図1-26 ATF温度センサ系統

ATF温度センサ回路に接触抵抗が発生し.ECUが受け取る ATF温度センサの出力電圧(温度)特性が低温

側にずれるので油路切り替え時の油圧が高く なり，イン ・ギヤ ・ショ ックが大きい。

川 点検方法

ダイアグ ・コード

なし

故際系統

ATF 温度センサ系統

故障項目

回路の接触抵抗

率両に不具合が発生しているが. 車載故障診断装置又は外部診断器によ りダイアグ・コードが出力されない

場合には，センサ.アクチュエータの電気系統の異常.油圧系統.機械部分の異常などが考えられ.発生現

象から症状別|埠診断表(参考)の様に非常に広い部分を点検していく必要があるが.ここでは電装系の点検
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を行う。

霊童ヨ

不具合現象 点検項目 推定原因

:¥;f-ジションから 1. ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソ -シフト ・コントロール ・ソレノイド ・パルプE不|
Dポジションへの レノイド ・パルプAの点検 良

切り換えが遅い. 2. ATクラッチ ・プレッシャ ・コントロール ・ソ 'ATクラ ッチ ・プレッシャ ・コント ロール ・ソレ

又はショックが大 レノイ ド・バルブBの点検 ノイド・パルプA不良

きい 3. ATクラッチ ・プレッシャ ・コント ロール ・ソ 'ATクラッチ・プレッシャ・コントロール ・ソレ

レノイド ・パルプCの点検 ノイド・パルプB不良

4. コントロール ・ワイヤの調整 'ATクラッチ ・プレッシャ -コントロール ・ソレ

5. メイン ・シャフト ・スピード・センサの点検 ノイド ・パルプC不良

6.カウンタ ・シャフト ・スピード ・センサの点検 -コントロール・ワイヤ調繋不良.折損

7. ATF温度センサの点検 -コントロール ・ワイヤ取り付け部破損

8.パルプ ・ボデー ・セパレート・プレート油路の -メイン ・シャフト ・スピード ・センサ不良

点検 -カウンタ ・シャフト ・スピード ・センサ不良

9. メイン ・パルプ・ボデーの点検 . ATF温度センサ不良

10.サーボ ・ボデーの点検 -セパレー ト・プレート泊路オリフイス異物かみ込

11. シフト ・コン トロール ・ソレノイド ・ノfルプの み

点検 -サーボ ・コントロール ・パルプ不良

12. レギュレータ・パルプ ・ボデーの点検 . 1 速アキュムレータ不良

13. 1 速クラッチの点検 . 1 速チェ ック ・ボール閏着

-ロックアップ ・シフ ト・パルプ不良

. 1速ク ラッチ不良

(a) 外部診断器を使用する場合(図 1-27) 

外部診断器を接続してデータ・リス トでデータを確認したところ， ATF油温センサ値が異常値(エンジン

水温以下)を示している。この結果によ り，ATF油温センサ系統の点検 ・整備を行う。

ECU 

軍亘外部診断器のデータ表示

項目

ATF温度センサ屯圧

ATF 温度センサ温度

水温センサ 温度

正常時

3目ov
19
0

C 

20t 

図1-27 外部診断器を使用する場合

山
一州
一川
一
抗
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¢信号電圧の点検 l(図1-28) 

①センサ信号のセンサ側両端子の電圧を測定(⑪)したとき，

外部診断器のセンサ電圧値と同じであること。

.2箇所の電圧値が同じときは，②の点検を行う 0

・2箇所の電圧値が異なるときは，信号線又はECUに異

常が発生しているので，⑤の点検を実施する。

⑤センサ信号のグランド側端子とボデー聞を測定(@)した

とき，電圧の発生がないこと。

-電圧が発生しない場合は，信号側配線又はECUに異常

が発生しているので， ③の点検を実施する。

-電圧が発生する場合は，グランド側配線又はECUに異

常が発生しているので.④の点検を実施する。

②信号電圧の点検-2(図1-29) 

②センサが検出している温度を測定し外部診断器の温度

と比較して，ほぼ同じであること。

・センサが検出している温度と外部診断器の温度が異なっ

た場合は， ⑤の点検を行う。

V 
5 

4 

3 

シフ ト・ソレノイ ド・
ハーネス・カブラ

メス緒子のコード伊l

シフト・ソレノイ ド・
ハーネス ーカブラ

メス綿子のコードm'J

図1-28 信号電圧の点検ー1

⑤測定を行っているときの温度において，信号電圧を測定 2 

する。

・温度電圧特性に対して電圧値が異なる場合は，センサ本

体の温度抵抗特性に異常がある。

③TATF回路(信号側)の点検(図 1-30) 

①IGスイッチOFFでSCS回路を短絡する。

※DLCターミナル・ボックスを使用しNo.4とNo.9端子を短

絡する。

⑥シフト ・ソレノイド・ハーネス ・カブラの接続を外し，

PGM -FI ECUカブラB(44P) 27端子とシフト・ソレノ

イド ・ハーネス ・カブラの6端子聞の導通(@)を確認す

る。

-異常抵抗が発生する場合は.PGM-FI ECUカブラB

(44P)27端子とシフト・ソレノイド ・ハーネス ・カブラ

の6端子間コードの異常(異常抵抗)。導通がある場合は，

ECUカブラの接続に異常がなければ ECU側に異常がある。
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図Iー29 信号電圧の点検-2

シフト・ソレノイド ・
ハーネス・カブラ

PGM-FI ECUカフ.ラB(44P)

メス端子のコード側 メス皇帝子の精子慣'J

図1-30 TATF回路(信号側)の点検



④SG2回路(グランド側)の点検(図 1-31) 

③IGスイ ッチOFFでSCS回路を短絡する。

-E週喧~]・

※DLCターミナル ・ボックスを使用しNO.4とNO.9端子を短

絡する。

⑤PG:v1 -FI ECUカブラB(44P) 33端子とシフト ・ソレ

ノイド ・ハーネス ・カブラの7端子聞の導通(⑥)を確認

する。

-異常抵抗が発生する場合は.PGM-FI ECUカブラB

(44P) 33端子とシフト ・ソレノイド・ハーネス・カブラ

の7端子間コードの異常(異常抵抗)。 導通がある場合は，

ECUカブラの接続に異常がなければ. ECU側に異常がある。

(b) 外部診断器を使用しない場合(図 1-32) 

シフト ・ソレノイ ド・

ハーネス ・カブラ

メス端子のコード慣IJ

PGM争FIECUカフ.ラB(44P)

メス結子の端子慣IJ

図1-31 SG2回路(グラン ド側)の点検

電装系の点検では.ATF油温センサ， ATクラッチ・プレッ シャ・コン トロール ・ソレノイド ・バルブ系統，

シフト・ソレノイド系統の点検を行う。

To 12V 
+ 

SHAlslO 

刀ケ

罪1m

需/白

官IlIJ.

蕊

1 rt 1 A了クラッチ
!目 、Eプレγγャ
11 月 Eコントロール e

_ 211 ( 1ソレノイド
山'1. パルプA

GIOl 

51トー膏

1トー録

ATクラ・ノチ
プレツy ヤ寸

コントロール
ソレノイ ドー
パルプ8

A了クラ γチー
7'レγシャ・
コン トローJL-
ソレノイド ・
パルプC

ンフト コン トローJレ
ソレノイ ドパルプA

シフト コン トロ JL-
ソレノイドパルプE

lIJ. _ _3 ，1日→日1
ATF這度センサ

6ト一白一→刊 ! 

7 Iト一白ー斗 I I 

接触f尉え(10kQ)

図1-32 外部診断器を使用しない場合
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(ATF油温センサ系統〉

①信号電圧の点検-1 (図1-33) 

①センサが検出している温度を測定し温度電圧特性に対

して.電圧値がほぼ一致するか。

・温度fE圧特性に対して電圧値がほぼ同じときは.その他

の系統の点検を行う。

V 

5 

3 

-温度m圧特性に対して電圧値が一致しないときは.②の 2 

点検を行う。

②信号屯庄の点検-2(図1-34) 

①センサ信号のグランド側端子とボデー聞を測定したとき.

屯圧の発生がないこと。

・7立圧が発生しない場合は.③の点検を実施する。

・1屯圧が発生する場合は，グラ ンド側配線又はECUに異

常が発生しているので， ④の点検を実施する。

③TATF回路(信号側)の点検(図1-35) 

①IGスイッチOFFでSCS回路を短絡する。

※DLCターミナル ・ボックスを使用しNu4とNu9端子を短

絡する。

⑤シフト ・ソレノイド ・ハーネス ・カブラの接続を外し.

PGY1-FI ECUカブラB(44P) 27端子とシフト・ソレノ

イド ・ハーネス ・カブラの6端子問の導通を雌認する 0

・異常抵抗が発生する場合は， PGM-FI ECUカブラB

(44P)27端子とシフト ・ソレノ イド・ハーネス ・カブラ

の6端子間コードの異常(異常抵抗)。 導通がある場合は，

③の点検を行う。

④SG2回路(グランド側)の点検(図1-36) 

①IGスイッチOFFでSCS回路を短絡する。

※DLCターミナル ・ボッ クスを使用しぬ4とNu9端子を短

絡する。

⑤PGM -FI ECUカブラB(44P)33端子とシフト ・ソレ

ノイド ・ハーネス ・カブラの7端子間の導通を確認する。

・異常抵抗が発生する場合は， PGY1 -FI ECUカブラB

(44P)33端子とシフ ト・ソレノイ ド・ハーネス ・カブラ

の7端子問コードの異常(異常抵抗)。導通がある場合は，
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図1-33 温度電圧特性

シフト・ソレノイド・

ハーネス・ カブラ

メス端子のコード ~J

図1-34 信号電圧の点検-2

シフト ・ソレノイド ー
ハーネス・カプラ

PGM-FI ECUカフ.ラ B(44P)

メス端子のコー ド慣.11 メス2調子の端子i白l

図1-35 TATF回路(信号側)の点検

シフト・ソレノイド・

ハーネス・カブラ

メス端子のコード側

PGM-FI ECUカフ.ラB(44P)

メス端子の緒子慣IJ

図1-36 SG2回路(グランド側)の点検
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ECUカブラの接続に異常がなければ ECU慣IJに異常がある。

⑤ATF油温センサの点検(図1-37) 

①ATF油温センサの点検を行う。

-温度抵抗特性に一致しない場合は， ATF温度センサに

異常がある。

-温度抵抗特性に一致する場合は， ECU側に異常がある。

kQ 
25 

5 

20 

15 

10 

。
-20 0 20 40 60 80 100 120 ・c

図1-37 温度抵抗特性

(ATクラッチ ・プレッシャ・コントロール ・ソレノイド ・バルブ系統〉

ATクラッチ・プレッシャ ・コントロール ・ソレノイド・パルフ。の点検を行い，異常がある場合は該当ソレ

ノイド ・バルブを交換する。

〈シフト・コントロール ・ソレノイド ・バルブ系統〉

シフト ・コントロール ・ソレノイド・パルプの点検を行い，異常がある場合は該当ソ レノイド・ バルブを交

換する。

(3) シフト・ポジション・センサ系統異常(図Iー38)

ECU 

2
-
8
-
5
-

j
 

e
u
-
n
n
-
eu
一

j
 

N
-
w
-
p
-

j
 

v一
昨
一

A

一

A
-
K

一一V
 
5
 
0
 
T
 

シフト ポジションセンザ

ダイアグ ・コード

図1-38 シフト・ポジション ・センサ系統

故障系統 故障診断検知項目

リパース ・スイッチ特性異常
(回路の断線)

62 -2(P0812) シフト ・ポジショ ン・ センサATPRVS系統

何)症状

通常制御， D表示灯が点滅(2DC):ダイアグ ・コード62-2 (P0812) 
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(口)原因説明

ATP RVS回路の断線により ，Rポジション時にATPRVS信号がHiのため，故障検知を行う。

川 点検方法

(a) 外部診断器を使用する場合

ダイアグ ・コード

62 -2(P0812) 

i切符系統

シフト ・ポジション ・センサ ATP RVS系統

①ダイアグ・コード再表示の点検

①外部診断器でダイアグ ・コードのクリアを行う。

⑤エンジンを始動しシフトレバーをP-R-N-Rとゆっくり動かす。

①ダイアグ・コード 62 -2(テンポラリ)の表示を確認する。

-ダイアグ・コード 62 -2が再度表示されるか。

YES:②へ NO 一次的な故障

ヨ互外部診断器のデータ表示

項目 正常時

ATP R O:¥T 

※外部診断器には.ATP RVSのデータ項目なし

②シフト・ポジション ・センサATPRスイッチの点検

①イグニション ・スイッチをONにする。

⑤シフト・ポジションをRポジションにする。

①外部診断器のデータ ・リストで， r AT R SWJの入力を確認する 0
・AT Rカ{ONになっているか。

YES:③へ

故隙診断検知l項目

回路の断線

異'出;1時

ON 

NO シフト・ポジショ ン・セ ンサの取り付け状態を確認する。また コント ロール ・ワイヤの調整を点

検し， rAT R swJの入力を再点検する。

③シフト・ポジショ ン・センサ ・アース回路の断線点検(図1-39) 

①ポジショ ン・センサ・ハーネス・カブラの接続を外す。

⑤ECU側のポジション ・センサ・ハーネス・カブラのNo

3端子とボデー ・アース聞の導通を確認する。

-導通があるか。

YES:④へ

~O ポジション ・ センサ ・ ハーネス ・ カブラのNo. 3端

子とアース(GIOl)間の断線.又はアース(GIOl)

の不良。故障修理完了後③へ
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図 1-39 シフト ・ポジション・センサ・アース
回路の断線点検



④ATP RVS回路の断線点検(図1-40) 

①イグニシ ョン・スイッチをONする。

-E辺昭~1・・

⑥ECU側のポジション ・センサ ・ハーネス ・カプラの.:Jo.

6端子とKo.3端子聞の電圧を確認する。

-電圧(約5V)があるか。

YES:⑤へ

NO ⑤へ

⑤ATP RVS回路の断線点検(図1-41) 

①IGスイッチOFFでSCS回路を短絡する。

※DLCターミナル・ボックスを使用しNo.4とNo.9端子を短

絡する。

⑥PGM -FI ECUカブラ B(44P)の接続を外し PGM-

FI ECUカブラ B(44P)22端子とポジショ ン・センサ・

ハーネス・カブラのNo.6端子聞の導通を点検する。

-導通があるか。

YES: ECU不良

NO : PGM -FI ECUカブラ B(44P)のN0.22端子 とポ

ジション ・センサ・ハーネス・カブラのNo.3端子

聞の断線。故障修理後⑨へ

⑥シフト・ポジション・センサ・ハーネスATPRVS回路

の断線点検(図 1-42) 

①ポジション ・センサ ・ハーネス ・カプラを接続する。

⑤シフト・ポジション・センサ・カブラを外し. Ko.6端子

とボデー・アース聞の電圧を確認する。

-電圧(約5V)があるか。

YES:⑦へ

1¥0 ポジション・センサ ・ハーネス6端子間コードの

断線。故障修理完了後へ

⑦シフト・ポジション・センサ・ハーネス・アース回路の

断線点検(図 1-43) 

③ シフト ・ポジション ・センサ ・ハーネス・カブラのNo.6

端子とKo.5端子聞の電圧を確認する。

-電圧(約5V)があるか。

YES:③へ

NO ポジション・センサ・ハーネス ・コードのNo.3端

子と:¥10.5端子間の断線。故障修理完了後⑨へ

210 

図1-40 ATP RVS回路の断線点検

PGM宇FIECUカフ.ラB(44P)

メス端子の靖子{II!)

図1-41 ATP RVS回路の断線点検

シフト ・ポジション センサ ・カブラ

メス・カフ.ラ

図1-42 ATP RVS回路の断線点検

シフ ト・ポジション ーセンサ カフ.ラ

メス綿子の持者子倒

図1-43 シフト ・ポジション・センサ ・ハーネ

ス・アース回路の断線点検
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③シフト・ポジション ・センサATPRVS SWの点検(図 1-44) 

①シフト・ポジショ ン・ センサ ・カブラ (本体)のNo.5とNo

6端子聞の導通を点検する。

.Rポジションの時導通があり.Rポジション以外の時導

通が切れるか。

YES:ECU不良。

NO シフト ・ポジション・センサ不良。シフト ・ポ

ジショ ン・ センサ交換作業終了後⑨へ

⑨故障修理完了の確認

シフト・ポジション センサ・カブラ

オス端子の緒子世IJ

①ダイアグ・コードのクリアを行う。

図1-44 シフト・ポジション・ センサATPRVS 

スイッチの点検

⑤エンジンを始動しセレクト・レバーをP-R-N-Rポジションへゆっくりと動かす0

.異常検知するか

YES:該当ダイアグ・コードの故障診断を行う

(a) 外部診断器を使用しない場合

NO:故障修理完了

ダイアグ ・コード

62 
故障系統

シフト ・ポジション ・センサATPRVS系統

故障診断検知項目

回路の断線

①D表示灯の再確認

③ダイアグ ・コードのクリアを行う

⑤エンジンを始動し，セレクト・レバーをP-R-N-Rポジショ ンへゆっく りと動かす。

①エンジンをOFFし再度⑤を実施する。

③D表示灯の点滅回数を確認する。

・ダイアグ(Honda)・コード 62が再度表示されるか。

YES:②へ NO:一次的な故障

②シフト ・ポジション・センサATPRスイッチの点検

①イグニション ・スイッチをONにする。

⑤シフト ・ポジションをRポジションにする。

①R表示灯の点灯を確認する。

.Rが点灯するか。

YES 外部診断器を使用する場合の点検③へ

NO シフト・ポジショ ン・センサの取付け状態を確認する。また，コントロール ・ワイヤの調整を点検し

R表示灯の点灯を確認する。

可
t
A

可
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内
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E 部品脱着整備時における初期化設定を必要とする付帯作業

1 センサ，ECU等の初期化設定

1 ) 外部診断器を使用しない場合

(1) パワー ・ウインドのリセットと学習

次の作業が行われた場合は， ドライパ ・パワー・ウインドのリセット (パルス・センサの初期化)と学習を行

つ。

-パワー・ウインド・マスタ ・スイッチ又はドライパ ・パワー ・ウインド ・モータを交換したとき。

・レギュレータ脱着，ウインド・ガラス脱着，ランチャネル脱着

①イグニション・スイッチをOFFにする。

②パワー ・ウインドのマニュアルDOWN操作を保持しながらイグニション・スイ ッチをON( II )にする。

③パワー・ウインドのマニュアルDOWN操作を終了する。

④ステップ①から③の操作を4回繰り返す。

③ ドライパ ・ドアの建て付けが正常で、あるか{確認する。

⑤エンジンをスタートさせる。

⑦パワー・ウイン ド・マスタ ・スイッチでオー ト又はマニュアルDOWN操作しウインドを全開にする。

③パワー ・ウインド ・マスタ ・スイッチでマニュアルUP操作しウインドを全閉まで上昇させスイッチをそ

のまま UP側に1秒間以上保持する。

ヨヨ2ステップ①~④の操作はパワー ・ウインドのリセット ステップ①~③の操作はパワー ・ウインドの学習で
ある。

(2) VSAセンサの中点書き込み(図II-1 ) 

次の作業が行われた場合は.VSAセンサの中点書き込

みを行う。

・モジュレータ・コ ントロール・ユニットの交換，ヨー・

レイト /横Gセンサの脱着。

①車両を水平な場所に停車させる。

②イグニション・スイッチOFFの状態でデータ・リン

ク・カフ。ラに DLC ターミナル ・ ボックスを接~~院し . i¥o 

4端子とNO.9端子を短絡させてスイッチを押す。

③ブレーキ・ ペダルを踏まないでイグニショ ン・スイッチ

をON( II )にする。

④ABS警告灯消灯後0.5秒以内に， VSA OFFスイッチを

l回押す。

③ABS警告灯点灯後0.5秒以内に， VSA OFFスイッチを l回押す。

図II-1 VSAセンサの中点書き込み

⑤VSA作動表示灯消灯後. 2回点滅してから 1秒後に消灯状態になり， 書き込みが終了する。ただし セン

サ ・データの書き込みモードはイグニション ・スイッチをOFFするまで終了しない。また， VSA作動表示

灯が以上の作動を行わないときは，ダイアグ ・コー ドを記憶する故障が発生して入る故障が考えられるため，

ダイアグ・コードを確認し故障診断を行う。ダイアグ・コードを記憶していない場合は①からやり直す。

⑦書き込み終了後.イグニショ ン・ スイッチを OFFにする。

③DLCターミナル ・ボックスを取り外す。
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参考

1) PGM -FI ECU ATコントロール・システム回路図

::vITJA型(4速2WD/K20A型エンジン)オートマティ ック ・ト ランスミ ッション搭載車

MTKA型(4速4WD/K20A型エンジン)オー トマティッ ク ・トランスミッシ ョン搭載車

?G¥<I.FI ECU 

1・・・
To 12V 

C36 .，Gl .. 
エL

G501 

町一

ト

ト

一

一

一

ーヱゴ
L

二『
↓-

I
|十
土
土
サ

石

E
E
E

何事 「f>3ct

A27 I SLS 

A40 I BK SW 

91U賃Aま帯罪/自 m
苛1Ir. I 赤11眠 時/命 苛1'ilJ. I 晋/自

。1 .1 • ，1 ，1 ，1 ，1 .1 ，1 )I ..!l... 
i一一TT T Tナ -Tナ Gl0l
m/fJ白罪I，~\ ~t 骨 茶 賞/赤 白岬骨/自，r:u
，1 8 ) I ，1 ' '0 ，1 .1 . I .1 

型枠旦_LJ

貫

マ
」自--@ヤ 間十若灘

MICυ 

ーさ

M1CU 

?GV..FI ECUハーネス カブラ電子配Jl

カブラA(44P) カブラB(44P) カブラC(44円

メス靖子の活子伊a
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Gl0l 

2返クラッチ庄スイフチ

_r-Eヨ----，.1# 

莱1'3<

赤11':. 11-， 1 ATクラ γチ・
川 011プレッシャ

今 11ヲ Eコントロール
111-一一~ ISOL.V.A 

ATクラッチ
プレツンヤ
コントロール
SOL V B 

二
一才

一

匹
昨
日

一一よA..ー I ATクラッチ
11 ~ 1プレッシャ
. 11 <耳 目コントロール

「ー……

町
住

赤1'3<

総1'iR

SOL V :ソレノイド ーパルプ

PG" FI ECυハーネス・カブラ靖子配列
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2) PGM -FI ECU ATコントロール ・システム ・カブラ端子配列一覧

A(44P) 

カフ.ラA(44P)

端子 ハー不ス
端子 名称 内 容

~o. 色

3 若葉 K -LINE データ ・リンク
HDS用信号の出力又は検 イグニシ ョン・スイ ッチO:-r( II )時 :パッ
出 テリ 電圧

17 t霊 APS2 
アクセル・ ペダル ・ポ アクセル ・ペダル踏み込み アクセル ・ペダル全開時 .約0.5¥1
ジション -センサ2 fEの検出 アクセル ・ペダル全開時 ・約2.4¥1

18 ニフ巳ヒ APSl 
アクセルのポ |アクセルペダル踏み込み アクセル ・ペダル全i羽時 .約1.0¥1
ジション ・センサ1 I hlの検出 アクセル ・ペダル全日日時 :約4.8¥1

24 若業 ¥1CC5 センサ出力電源 センサ用の電圧を出力する
イグニション ・スイ ッチO:-r(ll)時 .約5¥1
イグニション -スイ ッチOFFf待:*ヲ0¥1

25 相主 ¥1CC4 センサ出力電源 センサ用の電圧を出力する
イグニション ・スイッチON(ll) 11寺。約5¥1
イグニション ・スイッチOFF時 .約0¥1

イグニション ・スイッ チON(ll)目 Pポジ

27 二ヅ工巳二 SLS 
シフト -ロック ・ソ レ シフト -ロック -ソ レノイ ション.フ レーキ ・ペダル踏み込み.アク

ノイド ドの駆動 セル ・ペ ダル踏み込んでいないとき 約

0¥1 

メータ ・イ ンヒビッ
コンビネーシ ョン ・メータ

イグニション・スイ ッチON(ll)時 :パッ
30 2長 VlETINH 内ポジション表示灯などの

ト・シグナル
駆動信号出力

テリ 電圧

サーピス ・チェック ・ データ ・リンク ・カフ。ラ
イグニシ ョン・スイッチOl¥(ll)， SCS端

31 赤 SCS 
シグナル SCS端子信号の検出

子アース短絡時 0¥1 
SCS端子開放i時 ・約5¥1又はバッテリ電圧

34 白 SG5 センサ ・グランド センサ用アース

35 茶 SG4 センサ -グランド センサ用アース

ブレーキ ・スイッチ信号の
通常 :0¥1

40 若葉 BKSW ブレーキ ・スイッチ ブレーキ ・ペダルを踏んだとき バ ッテリ
検出

屯圧

41 相t D3 SW D3スイッチ D3スイッチイ言号のtgz出 D3スイ ッチON時 :約ov
D3スイッチOFF時 :約5¥1

E
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B(44P) 

カフ。ラ B(44P)

端hf-|lハ色ネスIす;;J子 名称 内容 {FI 号

Ij:¥ PG2 ノfワー ・グランド
PGM FI ECUパワ ー岡

路のアース

2 完全l援機l侍.走行EGR作動l侍 デューテ ィ

(5述 .，'j' /赤 EGR 
EGRコントロール EGRコントロールSOL.V

AT) 
SOL.V の駆動

llilJ御

EGR非作動時 :約OV

8 アtI赤 OP2SW 
2述クラッチ圧スイッ 2述クフツチ圧スイッチ信 イグニション ・スイッチON( II )時 約5V

チ 号の検出 (2速時.約OV)

9 す/白 IOP3SW
3述クラッチ圧スイッ 3速クラッチ庄スイ ッチ信 イグニション ・スイッチON( II )時 約5V

チ 号ーの検:出 (3速|侍 :約OV)

R. 1ポジション.Dポジション(1速.4速.

10 :I'j' /黒 SH A シフト A
シフ ト・コントロール 5迷時)・バッテリ屯圧

SOL.V.Aのj躯動 P. )1. 2ポジション.Dポジション (2速，

3迷i時): OV 

11 緑/白 SH B シフト B
シフト ・コントロール

P. R. N. 2. 1ポジション時.Dポジショ

SOL.V.Bの駆動
ン(1速.2j~時) バッテ')';t:圧

Dポジション(3速.4速 5述時): OV 

12 赤/黒 ATP )1 ATポジションX
AT i¥ポジション信号の検 Nポジショ ンl侍:約OV

11l Nポジション以外l時:約5V

13 肖/黒 |山 ATポジションP I ~出TP#ジシ ヨンイ露間 Pポジショ ン時約OV
Pポジション以外時 :約5V

14 白/緑IATPR ATポジションR AT Rポジション信号の検 Rポジション時 ・約OV

!十1 Rポジション以外時 .約5V

15 ATポジションl
AT1ポジション信号の検 lポジション時 :約OV

社l lポジション以外時約5V

16 告t:3~ / ~怠 ATP2 ATポジシ ョン2
AT2ポジショ ン信号の検 2ポジション時 :約OV

出 2ポジション以外時約5V

イグーション ・スイッチO)1(II)時約OV

17 l斗/赤 NYl メイン ・シャフト 岡l!ir，
メイン ・シャフト ・スピー 又は約5V

ド・センサ白号の検出 Nポジション.アイドリングH寺 約1.5~

3.5V 

18 lii" jfj二 VCC2 センサ出力屯i原 センサ用の屯圧を出力する
イグーション ・スイッチON(II)I時 約5V

イグーション ・スイッチOFFU寺:約OV

i¥. 1ポジションH寺.Dポジシヨン(1速.3 

20 主主 SH C シフト C
シフ ト・コントロール 速 5速l時) バッテリ屯圧

SOL.V.Cの駆動 P. R. 2ポジション時.Dポジション(2述.
4述i時): OV 

21 't'Y /緑 ATP D ATポジシ ョンD
AT Dポジション信号の検 Dポジション時約OV

Dポジション以外時:約5V

シフト ・ポジシ ョン・セン
RVS(R)ポジション時:約OV

22 赤/白 ATP RVS ATポジションR サRVS(ATRポジション)

f舌号の検出
RVS(R)ポジシ ョン以外時約5V

24 ー政 SH E シフト E
シフト ・コントロ ー ル P. Rポジション時 パツテリ屯圧

SOL.V.Eの駆動 Dポジション(1述時): OV 
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端子 ハネス
端子 名 称

¥0 色
内容 信号

ATクフ ツチ -プレッ ATクラッチ ・プレッシャ

25 )'r /及ー LS C シャ ・コン トロール ントロ ールSOL.V.C イグ-ニショ ン・スイッチON(ll)時 :パル

SOL.V.C の駆動 人一1・画庁

26 
Dポジション(2:i!s.5速l時) バッ テリ箆

(5述 総/赤 SH D シフトD
シフ ト・コン トロール 圧

AT) 
SOL.V.Dの駆動 P. R. Xポジション|時.Dポジショ ン(1速，

3述.4迷i時): OV 

27 赤 / 1~' TATF ATFi且皮
ATF温度セ ンサ信号の検 イグニシ ョン・スイッチON(ll) I時 :0.2-
出 4.8¥1 

ATP FWD I ~T ポジション D町 2.
シフト ・ポジショ ン ・セン

FWD(D. 2. 1)ポジション時 :約0¥1
28 '11;' /賞 サFWD(ATD. 2. 1ポジ

l FWD(D. 2. 1)ポジション以外時・約5¥1
ション)信号の検出

29 
(5述 向/;f~ EGRL 

EGRノ"¥)レフ'・ リフ
EGRパルプ開度の検出

アイドリング状態.通協・約1.2¥1

AT) 
ト・センサ EGRパルプ全開時:約3.8V

33 緑d古 SG2 センサ ・グフンド センサ用アース

ATクラッチ ・プレッ ATクラッチ ・プレッ シャ

35 茶/白 LS B シャ ・コン トロール コントロールSOL.¥1.B
イグニション ・スイッチ0))'(ll)時 ;パル

SOL.¥1.B の駆動
ス信号

36 m PG1 |パワー かド
PG:vI -FI ECUパ ワー回
路のアース

ATクラッチ ・プレγ ATクラッチ ・プレッシャ

44 赤/J，)~ LS A シャ ・コン トロール コントロ -}レSOL.¥1.A
イグニション ・スイッチON(ll) I時.パル

SOL.V.A の駆動
ス信号

B(44P) 

カブラC(44P)

端子 ハー耳、ス
端子 名称 内容 信号

No 色

イグニション ・スイッチON(ll)時 約3V

11 紋/赤 MAP 吸気圧力センサ l吸気圧力の検出 アイドリング時 .約1.5V(エンジン回転速

度に応じて変動)

13 裁/赤 VCC1 センサ出力電源 センサ用の屯圧を出力する
イグニション ・スイッチON(ll)時 :約5¥1
イグニション ・スイッチOFF時;約OV

14 総/白 SG1 センサ ・グランド センサ周アース

36 I児/災 IG1 イグニション ・スイッ イグニション ・スイッチ イグニション ・スイッチON(ll)時パッ
チIGl IGl信号の検出 テリ屯圧.OFF時 :OV

40 茶/策 LGl ロジック ・グランド
PG:vI -FI ECU制御回路
のアース

カウンタ -シャフト回 カウンタ -シャフト -ス
イグニション ・スイッチOX(ll)時:約0¥1

43 .~À /)'1' XC 
転 ピード ・センサ信号の検出

又は約5¥1
前輪回転時(走行時) 約1.5-3.5V

44 茶/貨 LG2 ロジック -グランド
PG:vI -FI ECU制御回路
のアース
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